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浜地憲太郎



はじめに

今回テクニカルオフシャルとして、LWC 2022に参加する貴重な機会をいただき有り難うござい

ました。現地で実際に遭遇した事など、撮りためた写真を使って分かり易く纏めたつもりです。

今後LWCにチャンレジする方々にとって、少しでも有益な情報提供になれば幸いです。



1、派遣概要

2、オーシャン（陸）のオフィシャル編

3、オーシャン（海）オフィシャル編（ボートジャッジ）

4、安全課編

5、オフィシャルアワード編



派遣概要

大会名：Lifesaving World Championships 2022 (LWC2022)

主催：国際ライフセービング連盟（ILS）

期間：2022年9月24日〜2022年10月4日

場所：イタリア（リツチョーネ）

パートナー企業

オフィシャルゴールドパートナー（株）三洋物産

サポーター：アルコインターナショナル（株）、エンジンジャパン、（株）クレーマージャパン



リッチョーネってどんなところ？

イタリアの北東部 リミニ県にある、人口3万5000
人程度の街、夏場には多くの観光客で賑わうリ
ゾート地です。



現地についてまず何するの？

関係者パスの受け取り→
ボローニャ空港に到着する
と、大会の関係者が出迎え
てくださり、会場のバス専
用のカードを渡してくださ
いました。

←その後バスで約1時間程度、高速
道路を使って移動、ご覧の通りとて
も長閑な雰囲気の地域です。

＜動画＞



現地についてまず何するの？

↑宿泊先の確保
リッチョーネに到着後、事前に予約し
ていたアパートメントに荷物を運び込
みひと段落（普通のアパートでした）。

荷物などの整理が落ち着いた後は、
会場や街の様子を視察。

夏場の賑わいとは違って、街全体が
閑散とした雰囲気でした。→

＜動画＞



アクレディやユニホームの受け取り

←プール会場の横にある
センターで、ユニホーム
やアクレディカード（関
係者の証明書）カード受
け取り。このような形で
個人個人に用意がされて
ます。



オフシャルブリーフング

↑レースの前日です。各国のテクニカルオフィシャルが集まって
レースに関するブリーフィングを行います。当然全て英語（通訳
なし）です。



大会期間中のバス移動

↑リッチョーネでは、プールの会場とオーシャンの会場まで徒歩で
1時間程度の距離があります。一度歩きましたが超大変、基本的に
はシャトルバスで移動ですが、特に朝はオンタイムではバス来ませ
ん。選手との乗り合いです（写真はポーランドの選手）。



←今回の大会オフィシャル一覧です。WATER1と
WATER2のスタッフは基本的にバラバラに動きます。
コロナもあり途中で居なくなるスタッフもいたりして
細かい役割は当日の朝に最終決定。



朝のオフィシャルミーティング

↑オーシャンのタイムテーブルです。
タイムテーブルは午後、超ザックリで、
朝のミーティングで注意点や変更点など
が発表されます。



オーシャン（陸）のオフィシャル編









オーシャン（海）オフィシャル（ボートジャッジ）編



沖のボートジャッジは、船外

機付きのやや大型のボートで

した。

船の運用は現地のスタッフが

行い、審判はジャッジに専念

するスタイルでした。

ボートジャッジは期間中を通

じて2名のみ。当然交代はな

く船上で終日ジャッジを行う

形です。上陸はランチタイム

のみ。



白い帽子がボートジャッジ

下の写真はブレッド（AUS)さん。ボートジャッ

ジについて私に細かく指導してくださいました。

職業はシステムエンジア。AUSでは様々な大会

のボートジャッジをされているそうです。LWC 

2024にもボートジャッジで参加予定。

上の写真はピーター（SA)さん。今回はマスターズに

も参加されてメダル（サーフスキー）を取る程の実

力者でした。SAではインストラクターもされてます。

彼が途中で帰国してしまった為、ボートジャッジは

ブレットさんと浜地の2名となり、冷や冷やでしたが

逆に良い経験をさせていただきました。



基本的な役割は日本と一緒なので、経験があれば難しくないですが、英語でのコミュニケーションは準備

が必要です。今回はブレッドさんが必要なワードを定型化してくださり、それをベースにアレンジしなが

らコミュニケーションを取りました。私の様に英語が堪能でない方も、あるワードを抑えてしまえば十分

対応出来ると思います。

二人はジャッジのスキルも高く、細かい部分まできちんと見てましたし、私にも（選手の手技や動作）が

どう見えたか意見を求めてきました。審判の判断や意見をリスペクトする雰囲気があり、審判も責任を

持ってジャッジをしていると感じました。



LWC2022オーシャンスタッフ



安全課編



安全課のスタッフは、イタリアのローカルの

JETチームが担当。基本的にライフセービン

グの事はあまり知らず、LWCの役員やFINA

のスタッフの指示で、ブイ移動などのオペ

レーションを実施します。

右の写真の眼鏡の方が安全課のボス（ITA）→

＜動画＞



↑安全課は基本的にJET主体のオペレーション

です。日本と同じく大半の方がメインのお仕

事ではなく、普段は別の仕事をされているそ

うです。写真の方は自動車の修理工。

←白いヘルメットの方は、

イタリアの警察の方でし

た。安全課のJETチームと

も懇意にされているよう

で、恐らく日頃から連携

をされている印象でした。

画像ではわかりづらいで

すが、お互いの船の上で

エスプレッソやコロネを

交換してます（毎日）。

＜動画＞



オフィシャルアワード編



LWCではテクニカルオフィシャルとして参加回数を積み重ねることで表彰される仕組みがあります。

3回：ブロンズ 5回：シルバー 7回：ゴールド 現在では最高は20回（40年？）

＜動画＞



おわりに

今回はオーシャンのオフィシャル中心に様々な役割を経験させていただきましたが、大会を通じ

て一番感じた事は”オフィシャルの皆さんがこの大会を楽しんでいる“こと、そして共通している

のは”生涯スポーツとして関わっている“いう点です。

2年に一度のLWCというマイルポストに向けて、ワクワクしながら準備をし自国とは異なるライ

フセービングの文化に触れることがLWCの醍醐味であり、スポーツとしてのライフセービング

を進化させる原動力になると私は感じました。

次回は2024はゴールドコーストでの開催となります。沢山の方に興味をもっていただき、更に

多くの方と体験を共有できる事を楽しみにしております。

最後になりますが、コロナ下での開催となった本大会に向けて、様々な準備、継続的なフォロー

を行って下さった、スポーツ本部、国際室の皆様には、改めて感謝を申し上げます。
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